
R
a
s
t
r
a
p
a
l
apg
r
ip
rc
c
h
a

の
成

立

に

つ
い

て
村

上

真

完

一 

ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
は
イ
ン
ド
文
學
史
第

二
巻

(英
語
版
三
三

一
頁
)
に
お
い
て
R
a
s
t
r
a
p
a
l
a
p
g
r
i
p
r
c
c
h
a

(以
下
R
P
)の
成
立

に
ふ

れ
、
そ
の
漢
課
は
五
八
五
-

五
九

二
に
成

つ
た
が
、
、『粗
野

な
言
語

b
a
rb
br
ic
 
l
a
n
g
u
s
u

a
g
eと
、
精
巧
な
韻
律
と
不
注
意
な
文
膿
と
に
よ
つ

て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
経
は
恐
ら
く
漢
課
よ
り
あ
ま
り
古
く
は
な

い
で
あ

ろ
う
』
、
と
結
論
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

エ
ン
ズ
ィ
ン
ク
は
『
エ

ジ
ャ
ー
ト
ン
の
研
究
に
よ
つ
て
、
粗
野
な
言
語

と
不
注
意
な
文
髄
と

は
、
そ

の
経
が
漢
課
よ
り
も
あ
ま
り
古
く
な
い
と
い
う
讃
撮
と
は
な
ら

な
い
』
(J
.
E
n
s
i
n
k
,
 
T
h
e
 

O
u
e
stio
n
 of
 
R
a
s
t
r
a

s
t
r
a
p
a
l
a
l

a
,
 
p
.IX
)と
註
記

す
る
が
、
R
P成
立
の
基
準
と
さ
れ
た
漢
課
に
つ
い
て
の
考
察
を
鉄
く
。

こ
こ
で
ま
ず
漢
課
の
検
討
か
ら
は
じ
め
る
。
さ
き
に
燭
れ
た
漢
課
本

は
大
寳
積
経
巻
80
-
81
、
護
國
菩
薩
會
第

一
十
八

(大
11
)
、
闇
那
堀
多

課
で
あ

る
。
大
唐
内
典
録
巻
六

(大
55
二
八
八
下
)
に

護
國
菩
薩
経

忙
蜷
纐＊

階
開
皇
年
堀
多
等
於
大
興
ハ善
寺
課

(
*
等
の
字
は
三
本
に
な
い
)

と
い
う

の
が
こ
れ
で
あ
り
、
堀
多
は
開
皇
五

(
五
八
五
)
年
に
課
経
に

着
手
し
、
同
二
十

(
六
〇
〇
)
年
に
な
く
な
つ
て
い
る

(開
元
録
大
55
五

五
〇
上
)
。
ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
が
記
す
年
代
は
歴
代
三
寳
紀

(大
49

一

〇
四
中
)
に
由
來
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
五
九
七
年
成
立
の
三
寳
紀

に

こ
の
経
が
出
て
い
な
い
。

こ
の
経
の
異
課
と
い
わ
れ
る
も
の
に
、
施
護
課
佛
説
護
國
尊
者
所
問

大
乗
経
四
巻

(大
1
2
)が
あ
り
、
九
八
○
年

以
後
の
課
出
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
課
は
東
北
目
録
第
六
二
、
影
印
北
京
版
西
藏
大
藏
経
第
七

六
〇

・
一
七

(23
巻
)
に
あ
り
、
J
i
nam
itrp
 
D
a
n
a
s
i
a
,
 
M
u
n
iv
a
r
-

m
a
,
 
Y
e
-
s
e
s
 

S
sd

の
課
と
い
い
、
デ

ン
カ
ル

マ
目
録
に
戴
せ
ら
れ

て

お
い
、
九
世
紀
初
の
課
と
考
え
ら
れ
る
。

二
 
竺
法
護
謳
徳
光
太
子
経
が
鯉
の
古
い
漢
課
で
あ
る
と
報
ぜ
ら
れ

(
2
)

て
い
る
が
、
詳
し
く
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
出
三

藏
記
集
巻
二

(大
55
七
下
)
の
竺
法
護
の
課
出
経
典
の
中
に

徳
光
太
子
経

一
巻

繊
績
癩
概
柳
羅
漸
胴
読
備
駄
肝
(
*
三
本
で
は
泰
始
)

と
い
い
、
開
元
録
巻
二

(
四
九
四
下
)
に
も
同
文

を
引
く
。
三
本

に
よ

り
泰
始
六
年
と
す
る
と
二
七
〇
曲
の
繹
出
で
あ

る
。

R
a
s
s
t
r
a
p
a
l
a
p
a
r
i
p
r
c
c
h
a
の
成
立

に
つ
い
て

(
村

上
)

 

一
九
五
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R
a
st
r
a
p
a
l
a
p
a
r
i
p
r
c
c
h
a
の
成
立
に

つ
い
て

(
村

 
上
)

 

一
九
六

徳
光
太
子
経
は
贈
原
文
及
び
前
記
の
二
つ
の
漢
課
、

チ
ベ
ッ
ト
課
に

比
し
て
短
く
、
牛
分
に
も
満
た
な
い
。

RP
の
中
で
徳
光
太
子
経
に
鉄
く
部
分
は

(
1
)経
初
の
會
衆
の
中
、
菩
薩
や
諸
天
等
に
關
す
る
記
述
、
佛
陀
観
に
關
す

リフ

リブ

ぎ

モ

セ
ド

ヤ

ラ

セ

 シ
ヤ

る
記
述
、
 
喜
 

王

菩
薩
に
よ
る
讃
佛
偶
等

(p
p
.
1
7
-
4
1
9
)

ラ

セ

シ

ユ
ト

ラ

バ

セ

ラ

(2
)

護

國

(
頼

陀
和

羅
)

尊

者

に

よ

る
讃

佛

偶

(
p
p
.
5
7
-
2
0
)

(3
)

四
種

の
法

を
學

げ

た

後

に

こ

れ

を
繰

返

し

敷

衛

す

る

偶

(
p
p
.-
1
0
1
0
-

1
12
,
 
6
-

17
,
 12
4-
15
,
 13
4115
,
 14
3-129
15
1-8
,
 17
8
-11
,
 1
87
-16
 
10
4
-
15,
 20

1
-
1
0
,
 
1
6
-
2
1
-

8
)

(
4
)佛

の
前
生
話

(
五
十

の
前
生
話
)
(
p
p
.2
1
9
-2
7
1
8
)

(
5
)悪

比
丘
に
關
す
る
豫
言

と
い
ま
し
め

(
p
p
.2
81
-3
3
6
)

ブ
ソ
ヤ
ラ
シ
ユ
ミ

(6
)

(
以
下
第
二
章
)
浄
居

天
が

幅

焔

王
子

(
徳
光

太
子
)

に
不
放
逸
を

す
す
め

る
偶

(
p
p
.3
7
1
53
-
3
9

7
)

シ
ツ
ダ
ユ
ル
タ
ブ
ツ
デ
イ

(
7
)
 
幅
焔
王
子
が
成

利

慧

(
吉
義
)
佛
を
讃
ず
る
偶

(p
p
.5
0
9
-
5
3
1
)

ア
ル
チ
ス
マ
ツ
ト

(
8
)
 
焔
 

意

(頻
眞
無
)
王
が
成
利
慧
佛
を
讃
ず
る
偶

(pp
.
 
5413
-5
62
)

(
固
有
名
詞
は
堀
多
課
で
示
し
、
括
弧
内
に
竺
法
護
課
を
示
す
)
。

の
八
項

で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
菩
薩
や
佛
の
徳
及
び
形
容
に

關
す
る
も
の

(
(
1
)
、
(
4
)
)
、

讃
佛
偶

(
(
1
)
、
(
2
)
、
(
7
)
、
(
8
)
)
、

宗
敬
的
實
践

に
關
す

る
偶

(
(
3
)
、
(
5
)
、
(
6
)
)

と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
上
記
(
3
)
は
す
べ

て
先
行
す
る
散
文

の
中
に
記
す
内
容
を
繰
返
し
敷
衛
す
る
も

の
で
あ

る
。
形
式
に
つ
い
て
見
る
と
徳
光
太
子
経
に
敏
く
部
分
は
第

一
章
に
多

く
、
か

つ
偶
に
多
い
。
却
ち
ヴ

ァ
イ
ド
ヤ
が
R
Pの
偶
を
三
五
三
偶
と
数

え
る

(
露
敬
類
を
除
く
)
中
、
,
 
二
四
八
偶
が
徳
光
太
子
経
に
歓
く
。

さ
て
こ
れ
ら
の
徳
光
太
子
経
に
歓
け
る
部
分
は
、
恐
ら
く
は
竺
法
護

が
課
し
た
原
典
に
も
な
く
、
そ
の
後
に
増
廣
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
理
由
と
し
て
第

一
に
徳
光
太
子
経
は
首
尾

一
貫
し
て
お
り
、
省

略
を
し
た
形
跡
は
み
と
め
難
い
。
つ
ま
り
徳
光
太
子
経
は
、
不
放
逸
に

し
て
菩
提
を
求
め
て
修
行
す
る
と
い
う
宗
敢
的
實
践
を
圭
題
と
し
、
佛

プ
ン
ヤ
ラ
シ
ユ
ミ

の
前
生
と
し
て
の
徳

光

太
子
の
物
語
も
不
放
逸
を
中
心
と
す
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
敏
く
部
分
は
圭

に
讃
佛
や
佛
陀
観
に
關

す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
徳
光
太
子
経
に
鉄
く
偶
の
中
、
鯉
第

一
章
末

の
偶

(佛
の

五
十
の
前
生
話
)
の
中
に
、

『(私
が
)
プ
ン
ヤ
ラ
シ
ュ
ミ

(輻
焔
、
徳
光
)
で
あ
つ
た
と
き
に
、
天
女

コ
ユ
テ
イ

の
よ
う
に
美
し
い
四

億

の
女
を
捨
て
て
、
出
家
し
て
勝
者
の
教
え
に
入
つ

た
』
(p
.2
317
-
1
8
)

と
い
う
が
、

こ
れ
は
鯉
第
二
章
の
物
語
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
偶

(
從
っ
て
恐
ら
く
は
第

一
章
末
の
偶
)
は
第

二
章
に
お
く

れ
て
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
偶
を
含
ま
な
い
徳
光
太
子
経
が
R
Pの
原
始

形
を
傳
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
徳
光
太
子
経
と
い
う
経
各
は
鯉
第
二
章
を
圭
と
す
る
名
稽
で
あ

る
。
い
ま
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
本
の
コ
ロ
フ
ォ
ン
を
見
る
と

(p
.6
05
、6
)

it
i
 
p
u
n
y
a
a
r
a
s
h
 s
a
t
p
u
r
s
u
a
y
a
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
s

s
u
t
r
a
n
i
e
a
m
.
 
s
s
、

m
a
p
t
a
m
/
/
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a
r
y
a
r
a
s
a
p
a
l
r
i
p
r
c
c
h
a
-
n
a
a
m
a
 
m
a
h
a
y
a
a
m
a
s
u
t
r
u
t
r
 
s
a
m
a
p
t
a
m
/
/

と

い
う
。

は
じ

め

の
名
構

は

(
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
本
特
有

で
あ

る
が
)
第

二

章

に

關

す

る

も

の

と
考

え

ら

れ

る

が
、

章

名

と

せ
ず
、

経

名

と

し

て
お

り
、

徳

光

太

子

経

に
相

當

す

る

と

い

え

よ

う

(
但

し
三
本

に
よ
れ
ば
頼
唾

ラ
 
シ
ユ
ト
ラ

憩
羅
所
問
徳
光
太
子
経
と
い
う
)
。
後
の
名
構
は
こ
の
経
の
封
告
衆
 
護

パ
セ
ラ

國

奪

者

に
因

む

も

の
で
、

チ

ベ

ッ
ト
課

の

表

題

と

同

一
で

あ

り
、

他

の
二
漢

課

も
護

國

の
名

を

冠

し

て

い
る
。

一
方
R
P
末

に

は

こ

の
法

門

d
h
a
r
m
r

y
a
を
、
a
m
o
g
h
a
p
r
a
tij
n
av
is
u
d
d
h
i
(
離

擬

願

行
清

浄
、

不

室
誓
清
浮

行
、
廣
大
清
浄
不
塞
誓
願
)
、
s
ot
p
u
ru
s
av
ik
r
i
it
a
 b
o-

d
h
is
a
tvg
c
a
ry
a
v
i
nis
c
ay
a

(
正
士
所
樂
決
菩
薩
行
、

善
丈
夫
遊
戯
菩

薩

行

決
定
毘

尼
、
幅

光
居
士
激
喜
菩

薩

行
)
、
a
r
th
ap
a
rip
u
r
i(
具

足

諸

義
、
眞

實
義
具

足
、
-
)

と

し

て
受

持

せ

よ
、

と

記

す

(
pp
.5
621
-
6
0
2
。

括
弧

内
は
漢
繹

を
古

い
順

に
示
す
)
。
こ

の
中
、

特

に
第

二

の
名

(
施
護
課
参
照
)

か

ら

見

る

と
、

こ

の
名

構

は
鯉

第

二
章

に
關

す

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る
。

徳

光

太

子
経

は

鯉
第

一
章
N

id
a
n
ap
a
r
i
v
or
td

の

内

容

を

わ

ず

か
し

か

含

ま

な

い
が
、

第

二
章

の
内
容

の
大

部

分

を

含

む
。

こ
の

こ

と

が
経

名

(
徳
光
太
子
経
)
に

も
反

映

さ

れ

て

い
る

と

考

え

る
。

但

し
徳

光

太

子

経

に
含

ま

れ

る

贈
第
二

章

の

内

容

(
護
國

の
問

い
と
、

佛
に
よ
る
答

え
と
し
て
の
七
種
類

の
四
善
法
と
五
種
類

の
四
不
善
法
)

と
第

二

章

の
内

容

(
徳
光

太
子
物
語
)

の

い
ず

れ

が
古

い
か

は
決

定

し

が

た

い
。

ラ
な
シ
ユ
ト
ラ
バ
じ
ラ

三
 
R
P成
立
に
關
す
る
そ
の
他
の
問
題
 

護
 
國

の
名
は
、
パ
ー

り
中
部
82
 
R
a
t
t
h
a
p
a
l
s
u
t
t
a

や
中
阿
含
魏
頼
託
想
羅
経
等

に
も
見

え
、
彼
は
父
母
に
出
家
の
許
し
を
乞
う
て
許
さ
れ
ず
、

つ
い
に
死
を
賭

し
て
漸
く
許
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
盟
と
は
全
く
關
係
が
な
い
が
、

鯉
が
そ
の
名
を
引
き
縫
い
だ
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。

チ
ベ
ッ
ト
課
に
は
T
Pと
全
く
同
名
の
経
典
、
東
北
目
録
第

一
六
六
、

影
印
北
京
版
第
八
三
三

(33
巻
)
が
あ
り
、
鯉

の
繹
者
、
Ji
n
am
it
r
aと

Y
e
-
s
e
s
 
sde
即
ち
九
世
紀
初
に
課
さ
れ
た
小
経

で
あ
る
〇
こ
れ

は
護

國
尊
者
が

「
如
來
の
こ
の
教
え
を
滅
ぼ
す
衆
生

は
誰
か
」
と
い
う
問

い

に
佛
が
答
え
て
、
比
丘
の
あ
り
方
を
説
き
、
儒
善
な
る
比
丘
に
言
及
す

る
も
の
で
、
R
Pと
は
全
く
別
な
経
で
は
あ
る
が
、
悪
い
比
丘
に
ふ
れ
る

鮎
は
R
P第

一
章
末
の
偶

(徳
光
太
子
経
に
鉄
く
)
と
も
共
通
的
な
も
の
が

感
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
出
家
中
心
圭
義
も
爾
方
共
通
で
あ
る
。
(し
か
し
こ

の
経
が
菩
薩
、
菩
提
行
に
は
燭
れ
な
い
貼
は
R
Pと
異
な
る
。
)
ア
ル
チ
シ

ユ
マ
ト

鯉
第
二
章
末
に
前
生
話
に
登
場
す
る
人
物
に

つ
い
て
、
焔
 

意

(頻

ア
ミ
タ
エ
ユ
ス
 

プ
ソ
ヤ
ラ
シ
ユ
ミ

ア
ク
シ

眞
無
)
王
は
無
量
壽
佛
、
福
 
焔

(徳
光
)
王
子
は
繹
尊
、

城
神
は
阿

ヨ
た
ブ
ヤ

閾

 

(無
怒
豊
)
佛
で
あ
つ
た
と
結
ぶ
。
こ
こ
に
阿
彌
陀
信
仰

が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
阿
彌
陀
佛
の
前
生
話
と
し
て
は
無
量

壽
経
等
と
は
異
な
る
凋
特
な
説
で
あ
る
。

鯉
第

一
章
に
、
菩
薩
の
あ
り
方
と
し
て
善
法
ま
た
は
不
善
法
を
四
種

ず
つ
あ
げ
る
の
は
、
K
a
s
y
a
p
a
p
a
r
i
y
v
a
r
t
a
(
大
寳
積

経
巻
1
1
2
普
明
菩
薩
會
)

等
に
も
例
が
あ
り
、
同

一
文
は
見
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
若
干
の
術
語

の

一
致
が
み
ら
れ
る
。

徳
光
太
子
経
に
歓
く
部
分
の
中
、
佛
陀
観
に
關
し
て
は
、

R
a
s
t
r
a
p
a
l
a
p
a
r
i
p
r
a
r
i
p
r
c
c
h
a
の
成
立

に
づ
い
て

(
村
 
上
)
 

一
九
七
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R
a
str
ap
a
l
ap
a
r
iprc
c
h
a

の
成

立

に

つ
い

て

(
杜

 

上
)

 
一

九

八

『諸
佛
如
來
の
身
は
堅
固
d
h
r
u
v
a
 
吉
鮮
s
i
v
a
常
佳
s
a
s
v
d
t
a
で
あ
る

と
悟
入
し
、
如
來
身
は

一
切
佛
國
土
に
遍
行
し

一
切
衆
生
の
眼
前
に
あ
る
こ

と
を
悟
入
し
』
(p
.4
1
6
-
1

7
)

と
い
う
。

佛
身
常
佳
に
つ
い
て
は
浬
葉
経
と
の
關
連
性
も
考
え
る
が
、

他
方
贈
に
は
法
身
、
佛
性
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。

過
去
の
成
利
慧
佛

の
讃
歎

の
偶

に
は
、
佳
兜
率
、
白
象
入
胎
、
出

生
、
習
學
、
出
家
、
降
魔
、
轄
法
輪
、
浬
繋
と
い
う
佛
傳
の
略
説
が
語

ら
れ
る

(p
.55
)
。繹
蝉
傳
が
過
去
佛
に
も
適
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し

『
つ
ね
に
常
見
の
想
あ
る
世
間
を
見
て
は

「
(私
は
)
浬
藥
に
入

ろ
う
」
と

い
う
こ
と
ば
を
會
衆
の
中

に
お

い
て

(あ
な
た
は
)
い
う
』

(p
.55
11
)
、『あ
な
た
に
は
來
る
こ
と
あ
る
い
は
い
ず
こ
に
行
く

こ
と

も
な
い
』
(p
.5516
)と
い
う
鮎
は
さ
き
の
佛
身
常
佳
の
説
に
通
ず
る
。

RP
第

一
章
末
の
偶
に
引
か
れ
る
繹
尊
の
前
生
話
は
、

フ
ィ
ノ
ー
も
言

う
よ
う
に
ジ
ャ
ー
タ
カ

(
本
生
)
で
は
あ
る
が
、
R
Pに
は

佛

の
前

生

物
語
に
つ
い
て
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
語
を
用

い
な
い

(経
末
に
は

P
u
rvay
o
-

サ
マ
ヒ
デ
イ
ラ
 
ジ
ヤ

g
as
ut
r
a-
の
語

が
用

い
ら

れ
て
い
る
)
。
こ

の

貼

は

月

燈

三

昧

経

や

法

華

(3
)

経

等

と
同

様

で
あ

る
。

五
十

の
本

生

の
中
、

十

六

を
除

い

て

は
、

フ

ィ

ノ
ー

が

そ

の

出
典

を

示

し

て

い
る

(
p
p
、
VI
I
-
VI-I
)
。残

鯨

の
う

ち
、
(
2
4
)

S
a
v
ad
a
r
si
n
(
病

人
に
自
分

の
血
を
與

え
る
)

に

つ

い
て

は
支

識

課

雑

響

喩

経

(
六
)

の
薩

和
檀

王

に

比
定

す

る

こ

と

が

で

き

る
。
(
9
)
K
e
s
a
r
r
a
j
a
j
a
(
3
1
)

v
i
s
aut
a
s
r
i

王

に

つ

い
て

は
K
e
s
a
r
r
a
j
a
j
a
 

p
.
1
7
016
.15導
方

廣

大

荘

厳

経

巻

五

(
大
三
、
五
六
六
下
、
鶏
薩
梨
、

戸
利
)
、
佛

本

行

集

経

巻

14

(
大
三
、

七

一

八
中
、
師
子
、

大
聞

徳
)

に

名

だ

け

が

見

え

る
。

ま

た
(
3
3
)
g
o

d
h
a
(
と
か

げ
)

に

つ
い

て
は

パ

ー
リ

の
ジ

ャ
ー

タ

カ
に

同
名

も

の

の

(
第

一
四
二
、

一
三
八
、

三
二
五
)

が

あ

り

な

が

ら
、

物

語

を

異

に
す

る
。

こ
れ

ら

の
本

生

の
中

に

は

パ

ー
リ

・
ジ

ャ

ー

タ
カ

に

一
致

す

る

も

の

も

あ

る

が
、

㈲

(
鳩
を
救
う
た
め
に
身

肉
を
施
す
、

 
毘

王
)

は
、

ジ

ャ

ー

タ

カ
靭

S
iv
i
-j
.(
眼
を
施
す
)

と

は

異

な

り
、

賢

愚

経

一
や

智

度

論

巻

四

等

北
傳

の
系

統

に

囑

す

る
。

ま

た
(
3
)(
善
き

こ
と
ば

の
た
め
に
断
崖
よ

プ
ソ
ヤ
ラ
シ
ユ
ミ

 

シ
ニ

り
身
を
投

ず
。

o
fの
浬
葉
経
巻
14
)
、
(
2
0
)
-

絹

 焔

(
c
f
P
R第

二
章
)
、
囲

智

ヤ
セ
ナ
ワ
テ
イ
ロ

意

王

女

(
病
人

に
自
分

の
血
肉
を
施
す
。

o
f
月
燈

三
昧
経
巻
八
、
S
a
m
a
d
h
i
-

や

r
a
j
a
 

X
X
X
I
V
)
な

ど

は
、

大

乗

経

典

に

は
じ

め

て
見

ら

れ

る

物

語

で

あ

る
。

堀

多

課

と

施
護

課

と

で

は
後

者

が

一
頁

ほ

ど
分

量

が
少

な

く
、

少

異

は

あ

る
が
、

共

に

サ

ン

ス

ク
リ

ッ
ト
文

及

び

チ

ベ

ッ
ト
課

と

も
大

き

な

相

違

は
な

い
。
P
R
は

訟
 
S
i
k
s
a
s
a
n

m
u
o
o
a
u
a

岩

に

も
引

か

れ

る

が
、

ほ

ぼ

同

文

で
あ

る
。

し

た

が

つ

て
堀

多
課

以

後

に

は

贈

は
殆

ど
攣

化

を

う

け

な

か

つ
た

と

考

え

ら

れ

る
。

但

し

経

初

の

偶

(
蹄
敬
頚
)

は

サ

ン

ス

ク

リ

ッ
ト
本

特

有

で
あ

り
、

チ

ベ

ッ
ト
課

以
後

の
付
加

と
考

え
ら

れ

る
。

1
 
「
S
i
k
s
a
s
a
n
m
u
o
o
a
u
a

」

(
八
戸
工
業
高
等
專
門
學
校

紀

要
3
、

昭
和
43
)

に

テ
キ

ス
ト
及

び
文
鰍
に

つ
い
て
ふ
れ
る
。

2
 
伊
藤
信
海
氏
、
大

正
大
學

々
報

28
輯
、

昭
和
13
。

3

「
p
u
r
v
a
r
v
o
g
a
に
つ
い
て

」
(
宗
敏
研
究
4
2
・
3
、
昭
和

44
年
3
月
)
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